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5. 丹沢主稜の森林衰退とチョウ相の変化

松本和馬 1)

Forest Decline and a Change of Butterfly Fauna along the Main Ridge of the Tanzawa Mountains
Kazuma Matsumoto

要　約

　森林衰退による昆虫相の変化が予想される塔ノ岳～丹沢山～蛭ヶ岳の丹沢主脈稜線部縦走路を中心にチョウ相の調査を

行い， 森林性種 24 種， 草原性種 8 種の合計 32 種を確認した． 森林性種のうち樹木食であるシジミチョウ科ミドリシジミ族 3 
種 （ウラキンシジミ，メスアカミドリシジミ，オオミドリシジミ），ササ食のジャノメチョウ科ヒカゲチョウ族 3 種 （ヤマキマダラヒカゲ，

ヒメキマダラヒカゲ， クロヒカゲ） およびササ食のセセリチョウ科 2 種 （コチャバネセセリ， オオチャバネセセリ） は衰退の可能

性が考えられ， とくに生息地が限定されているメスアカミドリシジミ， ヤマキマダラヒカゲ， ヒメキマダラヒカゲは注意が必要であ

ると考えられた． 草原性種には， 交尾のために山頂に飛来するヒルトッパー 2 種 （キアゲハ， ツマグロヒョウモン）， 低地から

侵入し， 登山路沿いに侵入した路傍雑草で繁殖している可能性のある 3 種 （モンキチョウ， ヤマトシジミ， ベニシジミ）， およ

び神奈川県では草地の減少により衰退しているウラギンヒョウモンが含まれていた． なお森林衰退に伴って増加したタンザワイ

ケマを夏の寄主として利用することでアサギマダラが増加している可能性も考えられた．

(1) はじめに

　丹沢山地の高所では大気汚染によるウラジロモミやブナの

立ち枯れとニホンジカの食圧による森林の衰退が危惧され

ている．とくに稜線部は，森林の消失と草地化が顕著であり，

稜線に続く標高 1200～ 1400m の緩傾斜地を中心にササ

群落の衰退も著しい （星ほか , 1997 ； 谷ヶ崎ほか , 1997）．
このような植生環境の変化が昆虫相に及ぼす影響として，

森林性昆虫の衰退と草原性昆虫の侵入の可能性， および

環境変動に弱い種の衰退とそれに強い種の侵入ないし増

加の可能性が考えられる． そこでこのような観点から現在丹

沢主脈稜線部で進行中のチョウ相の変化， および今後草

地化が進行した場合に予想されるチョウ相の変化について

考察するため， 塔ノ岳から丹沢山を経て蛭ヶ岳に至る稜線

部に生息するチョウ類の現況を調査した．

　なお， チョウの学名については省略し， 標準和名を記す

にとどめた．

(2) 調査地と調査方法

　2005 年 7 月 16 日～ 18 日に塔ノ岳～丹沢山～蛭ヶ岳の

縦走路を中心に捕虫網による任意採集調査を行いつつ，

各種チョウ類の生息状況を観察した． 7 月 16 日に堂平から

丹沢山頂へ登頂し， 7 月 17 日に丹沢山頂と塔ノ岳山頂間

を往復， 7 月 18 日に丹沢山頂と蛭ヶ岳山頂を往復後， 堂

平へ下山した． 2005 年 7 月 16 日～ 17 日の調査に同行し

た中村進一， 高桑正敏， 藤田裕の各氏もチョウの採集を行

い， さらに中村氏は 2005 年 8 月 7 日に， 高桑氏は 2006 
年 8 月 5-6 日にも丹沢山でチョウ類を採集されている． こ

れらの採集標本と目撃記録をもとに丹沢主稜部のチョウ類

のリストを作成した． 三つの山頂付近は登山者の踏圧が大

きいこともあって， 草地ないし裸地であり， 塔ノ岳ではとくに

裸地部分が広かった． 稜線沿いの植生は， 草地ないし樹

木を欠くササ原が多く， 縦走路を樹木が覆っている所はわ

ずかであったが， 所々縦走路の傍らないし稜線直下に樹

林が存在する箇所があった．

　日本産のチョウ類各種が森林環境と草原環境のどちらに

強く依存するかは，海野・青山 （1981），および田中 （1988）
が分類している． 田中の分類は単純な二分法であるが， 海

野 ・ 青山 （1981） はチョウ類を本来森林に依存して生活

する森林性種と， 本来草原や露岩地に生息していて森林

がなくても生活できる非森林性種にまず分類し， 森林性種

はさらに生息環境を細分して林内のチョウ， 林縁に近い林

内のチョウ，林縁 （林の外側） のチョウに区別しているので，

これに従って確認されたチョウ類を分類した．

　一方環境変動に対する強さについては判断が難しいが，

最近の熱帯林のチョウ類群集の研究では， 森林が伐採や

火災で荒廃すると，固有種を初めとする狭分布種が衰退し，

広域分布種が侵入， あるいはよく生き残ることが知られ， 種

の分布域の広さが環境変動に対する強さの一定の指標とな

ることを示唆している （Hill et al., 1995, 2001; Spitzer et al., 
1997; Koh et al., 2004; Clearry & Mooers, 2006）．国内のチョ

ウ類でも都市化によって地域から絶滅する種は 「日華区狭

分布型」 （東アジアに固有） の森林性種が多いという指摘

がある （日浦 , 1973; 今井 , 1995）． 広域分布種は， 高い

植民能力 （移動力と繁殖力） によって現在の広大な分布

域に広がっていると考えられ， このため環境が変化して新

たに出現した生息場所に迅速に進出できる種を多く含むで

あろう． 狭分布種は逆にそのような能力が低く， 環境変動

によって衰退しやすいと考えられる． 松本 （2006） は， 日

浦 （1976） の分類に基づき日本産チョウ類の地理的分布

型を 8 類型に分けているので， 確認された種をこの類型に

より広域分布種と狭分布種に分けた． すなわちシベリア型

（S 型；ヒマラヤ以北のユーラシアに広分布）， マレー型 （M 
型 ； Wallacea 以西の熱帯 ・ 亜熱帯アジアに広分布）， 汎

熱帯型 （Wallacea の東西両側の熱帯 ・亜熱帯に分布） お

よび所属未定とされた種の内小笠原諸島固有種以外の種

（X 型 ； ユーラシア中緯度に広分布ないしユーラシア東部

の広範囲と大西洋の島嶼に分布） を広域分布， それ以外

のウスリー型 （U 型 ； 周日本海分布）， 中華型 （C 型 ； ア

ムール以南の周日本海域～華南に分布）， 日本型 （J 型 ；

日本列島固有種）， ヒマラヤ型 （H 型；日本， 華中， 華南，

ときにヒマラヤ， 東南アジア大陸部まで分布） を狭分布とし
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た． なお， 年 1 化性のチョウ類が環境変化により衰退しや

すいとの指摘もあるが （日浦 , 1973）， 低地で多化の種も

含め，主稜部の個体群はほとんどの種が年 1 化であるので，

化数による検討は行わなかった．

(3) 結果及び考察

　表 1 に今回の調査で丹沢主稜において採集または目撃

により確認されたチョウ類と， それぞれの種の生息場所選

好性， および地理的分布型を示した． 森林性種， 草原性

種に分けて主稜部におけるチョウ類の生息状況を述べ， 植

生の変化に伴って起こりつつあるチョウ相の変化について

考察する．

A. 森林性種の生息状況

　森林性チョウ類には下記のような主要な機能群 （生態系

内で類似の機能を果たす種の集まり）を認めることができる．

a. ミカン科食アゲハチョウ類

　オナガアゲハ， ミヤマカラスアゲハが確認された． 稜線

部のキハダがミヤマカラスアゲハの幼虫の食樹となりうるが，

飛翔力が強いこのグループのチョウ類の多くは， 中腹や谷

筋のカラスザンショウ， キハダ， コクサギなどで発生し， 山

頂や尾根筋に飛来するものがほとんどであろう． 今回は確

認されなかったが， おそらくクロアゲハ， モンキアゲハ， カ

ラスアゲハも同じ機構で稜線に出現することがあると思われ

る． いずれにせよ寄主植物の少ない稜線の植生に対するこ

のグループのチョウ類の依存度は本来あまり高くないと考え

られ， 主稜部の森林衰退による大きな影響はないであろう．

b. ミドリシジミ族

　樹木食のシジミチョウ科の一群であり， 当然森林消失の影

響は大きいと予想される． ウラキンシジミ （寄主はモクセイ

科トネリコ類）， メスアカミドリシジミ （バラ科サクラ類）， オオ

ミドリシジミ （ブナ科コナラ属， 現地では主にミズナラが寄

主と思われる） が確認された． ウラキンシジミは丹沢山で 2 
個体採集された． 丹沢山頂ではほかにもウラキンシジミと思

われるシジミチョウ科のチョウが夕刻盛んに飛翔したが， 採

集は困難であった． メスアカミドリシジミは丹沢山～塔ノ岳

間で 1 個体採集されたのみである． オオミドリシジミは丹沢

山頂， 丹沢山～蛭ヶ岳， 蛭ヶ岳山頂の樹木が多い場所で

確認され， 個体数は比較的多かった．

c. アサギマダラ

　ガガイモ科食のマダラチョウ類とすべき機能群であるが，

日本本土にはアサギマダラ以外分布していない． 今回の

調査では多数観察された． アサギマダラは多くのガガイモ

科植物を寄主とし， 同属近縁種に比べて食性の幅が広い．

越冬は常緑の寄主植物の葉裏で若齢幼虫または卵で行う

ので越冬可能な北限は同科の常緑種キジョランの分布する

関東地方南部の低地である． しかし移動性が強く， 夏には

山地や東北地方などの寒冷地でも落葉性のイケマを寄主と

して繁殖する． 丹沢主稜部ではタンザワイケマとこれを食す

昆虫の増加が注目されているが （高桑 , 2007）， 本種もこ

の植物を利用することで増加している可能性がある．

d. ササ食のヒカゲチョウ族

　ササを寄主とするジャノメチョウ科の一群であり， ササが

衰退すれば当然その影響は大きいと予想される． ヤマキマ

ダラヒカゲ， ヒメキマダラヒカゲ， クロヒカゲの 3 種が確認さ

れた． いずれも樹木が存在していてその下にササ （スズタ

ケ） がある環境に多く， ササがあっても付近に樹木のない

ササ原状の環境には見られなかったので， 主稜部ではサ

サの衰退以前に樹木の消失に伴って衰退しつつあることが

示唆される． 3 種の内， クロヒカゲは低地丘陵から丹沢山

地の稜線部まで広く見られる種であり， 主稜部での衰退が

直ちに丹沢の個体群に危機的な状況をもたらすとは言えな

いが， ヤマキマダラヒカゲとヒメキマダラヒカゲは山地性であ

るため， 森林衰退が主稜部より低所に拡大した場合， 生息

域を狭められた丹沢個体群が衰退する可能性がある． ヒメ

キマダラヒカゲの分布下限は標高 150m とされているが （中

村ほか , 2004）， ヤマキマダラヒカゲは中村ほか （2004） の

挙げている低所の記録を見ると， およそ 500m 前後が下限

のようであり， より高所に限定されているので， ヤマキマダ

ラヒカゲの方が衰退の危険度は高いであろう． 今回の調査

の堂平から丹沢山頂への行程において， ササは堂平の上

部では見られず稜線に近くなって初めて出現し， ヤマキマ

ダラヒカゲとヒメキマダラヒカゲも稜線付近でのみ見られた．

これが現在この地域の一般的なササ群落の分布パターンで

あるならば， 稜線部を中心に樹木とササの消滅が進行する

ことは， この地域の両種の個体群に危機的な状況をもたら

す可能性がある．

e. ツマジロウラジャノメ

　ヒメノガリヤスなどのイネ科植物を寄主とし， 主に山地渓谷

沿いの崖や急斜面に生息する． 日本には類似の生息場所

選好を示すチョウ類はいない． 神奈川県における分布はき

わめて限られており， かつ最近の確認記録の途絶えている

産地もあって， 県のレッドリストでは 「要注意種」 とされて

いる （中村 ・ 高桑 , 2006）． 主稜部では稜線直下の崖にも

発生しており， 今回の調査でも， 塔ノ岳～丹沢山間および

丹沢山～蛭ヶ岳間の縦走路で各 1 個体確認された． 本種

本来の主要な生息地は渓流沿いであり， 個体群存続の脅

威となっている要因も崖面のコンクリート吹き付けや砂防ダ

ム建設が挙げられていて （中村 ・ 高桑 , 2006）， 主稜部の

植生変化は本種に関しては衰退の主要因とは言えないが，

稜線付近も本種の生息域に含まれることは留意しておくべ

きであろう．

f. ササ食のセセリチョウ類

　コチャバネセセリとオオチャバネセセリが確認された． コ

チャバネセセリは林縁付近の林内のチョウとされるが， 気温

の低い高所であったためか， むしろ林内よりも丹沢山頂の

草地を囲む林縁部と縦走路沿いのササ原に見られた． オ

オチャバネセセリも林縁的な環境に見られる種である． ヒカ

ゲチョウ類同様ササの減少によって衰退することが予想さ

れるが， コチャバネセセリは比較的多かった． 樹木が少な

くてもササが残っている現在の状態が， 本種にとっては比

較的好適な条件なのであろう． オオチャバネセセリは少な

かった． 本種は近年急激に減少しているとされ， （中村ほ

か , 2004）， 神奈川県レッドリストにおいても低地での衰退

を重視して絶滅危惧Ⅱ類に挙げられているが （中村・高桑 , 
2006）， 本来ブナ帯では少ない種なので， 主稜部におけ

る現在の生息状況が減少の結果であるとは必ずしもいえな
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い． なお， この 2 種は低地では年 2 化であるが， 主稜部

では 7 月中旬の発生であること， さらに季節変異が顕著な

コチャバネセセリは春型であることを考えると年 1 化であろう．

g. イネ科食のセセリチョウ類

　ヒメキマダラセセリとイチモンジセセリが記録された． ヒメキ

マダラセセリは林縁やササ原に見られ個体数は多かった．

本種は林縁性と分類されているように林の近くの明るい草地

に多い種であり， 明るい環境が広がったことで増えているの

かもしれない． イチモンジセセリは林縁性種に分類されて

いるが， 明るい環境を好む傾向はさらに強く， 堤防や河川

敷のような草原的な環境にも多い． また移動性が強いこと，

温暖地でないと越冬できないこと等が知られている． 関東

地方の山地で夏～秋に見られる多数の個体は低地から移

動して来たものあるいはその子孫であり， 今回主稜部で見

られたものも同様と考えられる．

h. 森林性ヒョウモンチョウ類

　大型のヒョウモンチョウ類 （以下 「ヒョウモンチョウ類」） は

スミレ類を寄主植物とし， 草原環境を好むものと森林環境を

好むものとがあるが， 森林を好む種でも成虫はしばしば明

るい草原で活動するので生息環境の特定が難しい． 森林

性とされている種としてはミドリヒョウモンとウラギンスジヒョウ

モンが確認された． ミドリヒョウモンは樹幹に産卵する傾向

が強く， 森林への依存度が高いが， ウラギンスジヒョウモン

はより明るい環境を好み， 林の傍らの草原に多い． ヒョウモ

ンチョウ類は移動力が強く， 稜線付近の森林環境に強く固

執して生活しているとは考えにくい． なお， 今回は記録さ

れなかったがメスグロヒョウモン， クモガタヒョウモン （ともに

森林性） も丹沢山地の低所では珍しいものではないので，

これらのヒョウモン類が稜線に飛来することもあるだろう．

i. その他の森林性種

　以上のほかに森林性種としてエゾスジグロシロチョウ， ル

リシジミ， テングチョウ， ルリタテハ， ヒオドシチョウ， アカタ

テハ， スミナガシ， クロコノマチョウ， ヒメウラナミジャノメが

採集された． この内， 丹沢山頂の草地で採集されたルリシ

ジミとヒメウラナミジャノメはそこに定住している可能性がある

が， クロコノマチョウは西日本から最近分布を拡大して神奈

川県の低地に侵入定着した暖地種であり， 他の種は主稜

部に寄主食物が存在しないか乏しいものばかりで， 主稜部

で発生しているのではなく， より低所から飛来したものであ

ろう．
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表 1. 塔ノ岳～丹沢山～蛭ヶ岳の主脈稜線で確認されたチョウ類とその生息場所選好性 （海野 ・ 青山 , 1981），
および地理的分布型 （松本 , 2006）
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B. 主稜部の森林衰退により減少が予想される森林性種

　主稜部での樹木の消失を初めとする植生変化によって減

少しつつある可能性のある森林性チョウ類として， シジミチョ

ウ科ミドリシジミ族 （ウラキンシジミ， メスアカミドリシジミ， オ

オミドリシジミ），ササ食のジャノメチョウ科ヒカゲチョウ族 （ヤ

マキマダラヒカゲ， ヒメキマダラヒカゲ， クロヒカゲ） が考え

られる． ササ食のコチャバネセセリは少なくなかったが， サ

サはシカの食害を受けるため， 今後ササが減少することに

よってコチャバネセセリが衰退する可能性はあり， オオチャ

バネセセリにも同様のことが言える． これらの種はいずれも

狭分布種であり， ウラキンシジミ， ヤマキマダラヒカゲ， ヒメ

キマダラヒカゲ， コチャバネセセリは J 型分布の日本列島固

有種である．

　ミドリシジミ族 3 種の内では最も多かったオオミドリシジミは

本来低地丘陵にも少なくない種であり （ただし近年里山の

荒廃とともに減少傾向にある）， ウラキンシジミも低山まで分

布し， 丹沢山地では少ない種ではない． メスアカミドリシジ

ミは 3 種の内では最も少ない種で， 神奈川県内では散発

的に記録されているにすぎない． 稜線を中心に分布する種

ではないが， 稜線部の森林の衰退は生息地の大きな一部

の消失として， 無視できないであろう． 東丹沢の高所は本

来ミドリシジミ族の種数が比較的少なく， 以上の 3 種以外

には， 堂平， 鬼ヶ岳～蛭ヶ岳でフジミドリシジミの記録があ

る程度である （中村ほか , 2004）． フジミドリシジミは今回記

録されなかった種であるが， 調査を行った 7 月中旬は本種

の発生期にはやや遅かった． 稜線よりも斜面や谷沿いのブ

ナに発生する種であり， 今回ここで扱った稜線部の森林衰

退問題とは直接関係ないが， 立ち枯れ現象の悪影響が憂

慮される種でもあり， 神奈川県では希少な種でもあるので，

本種についても改めてこのような観点から調査を行う必要が

あるように思われる．

　丹沢のヤマキマダラヒカゲは現在の個体数が少ないわけ

ではないが， 高所に限定されていることに加え， 地域個体

群の特異性の観点からも重視すべきであり， 今後の生息状

況の推移には注意すべきであろう． 本種は形態に豊富な

地理的変異が知られ， 食性や周年経過などにも地域差が

ある （高橋 , 1990, 1991, 1998ab; 高橋 ・青山 , 1981; 高橋 ・

佐藤 , 2002; 高橋 ・淀江 , 1992; 高橋 ・草刈 , 2005）． ただ

し丹沢， あるいは神奈川県の個体群についての詳しい検

討は行われていない． また， ウラキンシジミ， ヒメキマダラヒ

カゲ， コチャバネセセリの地理的変異も詳しく検討されたこ

とがないが， 翅斑等の地理的変異はかなりあるようである．

C. 草原性種の生息状況

　草原性チョウ類は， キアゲハ， モンキチョウ， ウラナミシジ

ミ， ヤマトシジミ， ベニシジミ， ウラギンヒョウモン， ツマグロ

ヒョウモン， キタテハが記録された． これらの草原性種は主

稜部の草地環境の利用様式により以下の 3 つのグループ

に分けられた．

a. ヒルトッパー

　キアゲハとツマグロヒョウモンは， オスが開けた山頂に飛

来してメスを待ち受け交尾するヒルトッピング （hilltopping; 
Shields, 1967） を行う種 （ヒルトッパー） である． キアゲハ

は丹沢山頂と蛭ヶ岳山頂で 1 個体， ツマグロヒョウモンは三

つの山頂全てでそれぞれ複数ヒルトッピング中の個体が記

録された． ヒルトッパーは山頂を交尾の場として利用するだ

けで， 幼虫が発育する場所は別であり， 広範囲に散在す

る環境を多角的に利用する種であるといえる． キアゲハは，

セリ科を寄主とし， 高地のシシウドでも発生するので， 山頂

近くの河川源流沿いの草地には元々生息していた可能性

があり， 稜線部の草地化した場所でも発生している可能性

がある． ツマグロヒョウモンは当該地域の在来種ではなく，

本来は近畿地方以南に分布していた暖地種であり， 最近

分布を拡大して関東地方に定着した． 暖地種であるにもか

かわらずかなりの高さの山でも山頂に出現する． 当然主稜

部で幼虫が生育するわけではないが， 相模平野など周辺

低地への分布拡大の結果， 丹沢主稜部もその生活圏に組

み込まれたといえる．

b. 定住または繁殖の可能性がある種

　モンキチョウ， ヤマトシジミ， ベニシジミはいずれも河川敷

や牧草地のような草原環境にも農村や都市等の人為環境

にも多い種である． これら 3 種が稜線部に定着して世代を

繰返しているのか， 越冬後に低地から稜線部へ進入して来

るのかは， 判断が難しいが， 繁殖の可能性は否定できな

い． 寄主植物は未確認であるがヤマトシジミはカタバミのみ

を食し，他の 2 種が稜線部で利用可能な植物は，モンキチョ

ウがシロツメクサ， ベニシジミがエゾギシギシで， いずれも

登山路沿いに見られる路傍雑草である． おそらく暖地種の

ヤマトシジミは稜線では越冬できないのではないかと思われ

るが， 低地で越冬した個体が登山路沿い主稜部に進出し，

夏には一時的に繁殖もしている可能性がある． 寒冷地にも

分布するモンキチョウとベニシジミは十分越冬可能であり，

路傍雑草に依存して主稜部に定着している種ではないかと

考えられる．

　ウラギンヒョウモン （および森林性種のウラギンスジヒョウモ

ン） は明るい環境を好む種なので， 下方の森林よりも草地

化した稜線が発生地である可能性がある． 本種は神奈川

県ではレッドリスト種に挙げられていて， 今回確認された草

原性種の中では唯一衰退傾向が指摘されている種である

が （中村 ・高桑 , 2006）， 分布域を見ると S 型の広域分布

種である． 県内での衰退原因として， 低地での生息環境の

消失， および山地草原の消失が挙げられている （中村 ・

高桑 , 2006）． 森林の消失以前の稜線部がヒョウモンチョウ

類の発生地になっていたかどうかは不明であるが， 稜線部

の近くには， 崩落地や河川源流部に沿った草地があり， こ

のような場所は本種の発生地となりうるであろう．

c. 定住繁殖の可能性が低い種

　ウラナミシジミとキタテハは定住繁殖していないと考えられ

る． ウラナミシジミはマメ科の栽培種やクズを寄主とする人

里に多い種である． 本種は越冬北限が房総半島南端にあ

る暖地種であるが， 移動力が強く， 毎年世代を繰返しなが

ら以北の地域へ拡散している種であり， 稜線部で発生して

いるとは考えられないが， その出現は不思議ではない． キ

タテハは丹沢山頂で 1 個体が採集されたのみである． 本種

は低地ではクワ科のカナムグラを寄主とし， 山地では時に

同属のカラハナソウを寄主とするが， カナムグラもカラハナ

ソウもない主稜部に定着している可能性は低いように思わ

れる．
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D. 主稜部の森林衰退によって侵入したと考えられる草原性種

　東アジアに分布が限られるキタテハを別にすると， 今回記

録された草原性種は， いずれも国外に広大な分布域を持

つ広域分布種であり， 主稜部で現在確認できる草原性チョ

ウ類は， 世界的視野で見て勢力の強い種と言える． 確認さ

れた草原性種 8 種の内， キアゲハ， ツマグロヒョウモン， モ

ンキチョウ， ベニシジミ， ヤマトシジミ， ウラギンヒョウモンの 
6 種は， 主稜部の草原化した環境を生息場所として利用し

ている． キアゲハとウラギンヒョウモは上述のように本来稜線

に近い場所に生息していた可能性もあるが， ツマグロヒョウ

モンは明らかな侵入種であり， モンキチョウ， ベニシジミ，

ヤマトシジミもおそらく山麓部からの侵入種である． ただし，

キアゲハとツマグロヒョウモンは山頂にのみ見られたヒルトッ

パーであり， 山頂部の草地は森林衰退によって形成された

ものとは限らないので， 稜線沿いの森林衰退によって生息

可能となったとは必ずしも言えない． モンキチョウ， ベニシ

ジミ， ヤマトシジミは， 環境が非森林化したことで生息可能

となったと考えられるが， その生息は登山路ぞいに侵入し

た寄主植物に支えられている可能性が高いことも注意すべ

きである．

　現在の稜線部は， ツマグロヒョウモンを除く在来種ヒョウモ

ンチョウ類の個体数が非常に少なく， ヒョモンチョウ類にとっ

ての生息適地ではないようである． しかし稜線部の現在の

ササ原が消失して草地が広がるようなことがあれば， ウラギ

ンヒョウモンに限らず草原性種を中心にヒョウモンチョウ類が

増加する可能性も考えられ， 今後の主稜部における個体

数の推移は注目すべきであろう．
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